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昭和基地向け衛星回線と
昭和基地ネットワークの計画
国立極地研究所 情報基盤センター 岡田雅樹

昭和基地向け衛星通信回線の経過

 1997年(J38) 昭和基地ネットワーク導入 ATM方式

 2004年(J45) インテルサット衛星回線導入 1Mbps ATM方式

 2007年(J48) インテルサット回線増速 1Mbps ⇒ 2Mbps

 2014年(J55) インテルサット回線増速 2Mbps ⇒ 3Mbps, SSPA導入, IP化

 昭和基地ネットワーク ATM方式 ⇒ ギガビットネットワーク化

 2018年(J59) インテルサット回線増速 3Mbps ⇒ 4Mbps

 衛星回線モデム更新 Carrier-in-Carrier方式

 2022年(J63) インテルサット回線増速 4Mbps ⇒ 7Mbps

 通信方式 ACM方式
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Carrier-in-Carrier方式

6GHz 6GHz
(C-band)

4GHz

Carrier-in-Carrier方式とは
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昭和基地⇒極地研 トラフィック（週間)

観測データ

一般データ

極地研⇒昭和基地 トラフィック（週間）

5

6



2021/5/26

4

適応変調符号化方式

 Carrier-in-Carrier方式

 QPSK, OQPSK, 8PSK, 8-QAM, 16-QAM

信号対雑音比（SNR)に応じて、変調方式、符号化方式、送信電
力を変化させることにより、スループット性能の最大化する技
術

気象条件等によりSNRが低下した場合には、ビットレートが低
下することがある。

昭和基地が湿雪のブリザードの時など

山口局が、台風・大雨の時など

Adaptive Coding and Modulation方式とは
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山口局 昭和基地局

ACM方式による伝送レート適応
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昭和基地ネットワークの更新計画

 38次で光ファイバーを敷設して以来、大規模な見直しを行っておらず、管理が難しく
なっている

 38次、光ファイバー敷設、155Mbps

 45次、インテルサット回線導入

 55次、ギガビット化

 68次において、倉庫棟の撤去が計画されており、基地ネットワークの主ノードの一つ
である、倉庫棟ノードを移設する必要がある。

 西地区の建屋が刷新され、基本観測棟に観測系の拠点が集積しつつあり、ネットワー
ク構成の見直しが必要である。

 気象棟跡に新夏宿の建設が計画されており、西地区のネットワーク需要が大きくなる
と見通される。

 基地ネットワークにおける無線LANの需要が大きくなり、管理負担を軽減しつつ、機
能強化を行う。
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年次計画案

第63次

 管理棟庶務室ノード設置

 庶務室用機器設置

 地学棟撤去(?)

第64次

 第2居住棟 － 第1居住棟間光ファイバー敷設

 第１居住棟 － 倉庫棟設営事務室間光ファイバー
撤去

 電離層棟撤去(?)

第65次

 観測棟 － 管理棟庶務室間光ファイバー敷設

 観測棟 － 倉庫棟設営事務室間光ファイバー撤去

第66次

 第2居住棟 － 管理棟庶務室間光ファイバー敷設

 第2居住棟 － 倉庫棟設営事務室間光ファイバー撤
去

第67次

 倉庫棟ノード撤去

 自然エネルギー棟 － 第1夏季隊員宿舎間光ファイ
バー敷設

第68次 倉庫棟撤去
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目標と今後の流れ

10GbEネットバックボーン化を目標とする

無線LAN基盤の整備

ネットワーク管理監視のリモート化と現地運用管理負担の軽減

技術動向の調査と、建築計画の進捗に合わせてネットワークの
更新を行う

今年度、研究集会等により、観測系からの要望を集約
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